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１．はじめに 
GUI コンピュータのモニタ上におけるテキスト表
示の課題というものは注目を集めている分野であ
る.現在もテキストをどのように読みやすいもの
にしていくか,ユニークに利用していくかという
改良が続けられてはいるが,力強い説得力を持っ
たものがないというのが現状である.今後なんら
かの形に於いても使用するモニタ上のテキストは,
単に文字を大きく表示することや,縦組に直すと
いう手法ではなく,根本からの独自の視点による
様々な実験が必要である.この論文の主旨は,モニ
タ上での文字表現の再考である.つまりスクロー
ルにより全体を見渡すことが出来ないという拘束
から解放すること共に,文章把握を目的とした無
駄な情報の省略化を謀る.そしてもう一方の主旨
として,種々のテキストの特定された二次的利用
の目的遂行についての理解を深めることを挙げる.
ダグラス・エンゲルバートのアイデアした「特別
な装置の付いた高速度の電子タイプライター」と
は,以前書かかれた原稿を利用でき,挿入や削除,
複製など,文章の変更可能な自由度の高いテキス
ト利用が可能なものであった.GUIコンピュータに
おけるテキストの二次利用はとても自由度の高い
行為であると言えるが,自由度が高いというのは
同時に,目的を果たす際の操作のステップの量が
膨大であるということも意味する.そこで遂行す
る目的を特定,パターン化することによって,その
負荷を減らすことに着眼した.実際的な目的を特
定した二次利用について,その「操作のステップ，
段階の労力省略」, 「操作の容易性の追求」,「そ
の他テキスト操作機能ソフトの融合」は価値のあ
る研究であると考える. 
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図１．紙面とモニタとの可読性の差 

 
２．提案手法  
文章内容の把握についての問題と解決法につい
ての提案として,すべての文章を単なる文字の羅
列として捕らえるのではなく，ある一定の規則や
塊として捉えることから始めよう．キーワードを
探し出し，そこに関連のある文章を短いセンテン
スとして独自の方法で提示することで，埋没しが
ちな情報の取得を容易にするのが目的である．基
本要素として 
・スクロールは使用しない 
・キーワードの色別化，マーカーの概念．  
・しおりやメモなどの対応 
・すべての初期設定の値は個人的にｶｽﾀﾏｲｽﾞ可能 
・画面上にはｲﾝﾀﾌｪｰｽの表示を極力行わない 
・行間については階段式等の変更が可能 
・余白を必ず入れる 
などがあげられる． 
 
３．実験手法 
３-１．埋没された文章表現 
 雨の日のクルマの視界をワイパーで保つように，
無駄な情報は省くと理解が早い．必要以上の文字
の羅列は視界をさまたげる水滴と同じと考えると，
文章中もっとも大切な要素が含まれている部分は
最初と最後のセンテンスである可能性が比較的高
い．この要素を取り入れた表現手法として段落ご
との最初と最後のセンテンスをだけを自動抽出す
る．または「例えば」などの接続詞に着目し，そ
の前後関係を探り，余分な説明の繰り返しを排除
する．その中間の文章，または排除された部分は，
抽出されたセンテンスより限りなく小さく配置し，
最小化された文章を読む際は，カーソルをその塊



 

 

へ接近させることでズームし，離れさせることで
元の縮小された塊へ薄れていく．ズームされるこ
とで重要な抽出文が画面から排除され，読み手の
関心へ近付いていく構造である．中間の縮小され
る文章においてはその縮小の度合いも調節可能で
あり，枠という概念を取り払う試石となりうる． 

 
図２．様々な文字表現の実験模様 

 
３ ２．操作のいらない「見る本」の概念 
 タイムベース読書のユニークな形態として行為
を伴う必要のない文章展開の表示方法についての
実験を行う．基本的な構成は見開き本のようにな
っており，設定に基づいた一定の時間で左右のペ
ージが交互に表示される構造である．ページをめ
くる操作の必要がなく，本のページを自動的にめ
くるようなもので，目で追って行く速さを，文字
色の変化，ヒントの処理，拡大縮小等で知らせ，
時間の経過と読みやすさを考えたものである．読
み進めて行く過程で関連の図版が随時表示される
ことで，文章と図版の関連性に対する認識を高め
ることも可能となる． 

 
図３．埋没していく文字 

 
 また文章が自動的に横スクロールされて流れる
ように表示される形態をし,少しのタイムラグを
置いてその下に同じ文章を流すという実験手法を
行う．カエルの輪唱のようなもので数や流すスピ
ードの設定は自由である．理解が深まる効果があ
り，印象の度合いを強めることで，暗記などにも
応用可能である. 

 

図 3．モニタ上でスライドする文字 
 

３ ３．ジョグダイヤルによる文章選択 
 ジョグダイヤルを用いて，文章中に見つけた句
読点単位等で選択されたキーセンテンス,キーフレ
ーズ,キーワードを一つ一つ表示させる.本当に必
要なものをクリックすることでそのセンテンスを
自動にスクラップしカード化され，画面の中に表
示される．また関連性のあるカードまたは表示さ
れたセンテンスはまとめやすいように，ノードで
繋ぎ合わせることができる．チャート化も容易に可
能. キーテキストの整理,思考回路をユーザーが
独自に繋いで再考する段階のパターン化を目的と
している．一方ノード状態のもの，チャート状態
のものを自動で，元とは異なる流れの線形の文章
に還元することができる． 

 
図４．読速に応じたテキスト表記 

 
４．まとめと今後の課題 
 論文集などの羅列された情報の塊を砕いて，全
体を明るくすることは，とても重要であり電子媒
体にしか出来ない情報の表示手法である．今後は
より一層の改良，またはモジュール化によるバー
ジョンアップをより手軽に行えるものとしたい．
またモニタ上での日本語の読みやすさを追求する
ことも忘れてはならないことである．モニタ上の
羅列された文字を，一旦プリントアウトしてから
読む場合には，この点が原因の一つであると考え
られる．縦組で上から下に読む場合である場合は
点と丸，横書きの場合は「，」と「．」で表記され
た方が読みやすいが，そのような表記方法を web
上で用いている例はごく僅かである．これからも
テキストの理解を容易にする実験を行い，多くの
人々に自然な形で感じ取って貰えればと思う．   
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